
令和３年度「品川区学力定着度調査」の結果から 
明らかになった課題と学力向上に向けた取組 

「品川区学力定着度調査」の趣旨 
(1)学習指導要領に示された教科の目標や内容の実現状況を把握し、教育課程や指
導方法等に関わる区の課題を明確にすることで、その充実・改善を図るととも
に、区の教育施策に生かす。 

(2)各学校は、教育課程や指導方法に関わる自校の課題・解決策を明確にするとと
もに、調査結果を経年で把握することで、児童・生徒一人一人の学力の向上を図
る。 

(3)区民に対し、区立学校における児童・生徒の学力等の状況について、広く理解
を求める。 

１ 調 査 日 令和３年４月２０日（火）

２ 調査対象 品川区立学校 第２ ９学年の全児童・生徒

３ 調査内容
教科に関する調査 

  → 調査の趣旨に基づき、学習指導要領に定める内容について、基礎・基本および 
活用の力を測る問題で構成 

<第２・３学年> 国語、算数 
<第４ ５学年> 国語、社会、算数、理科 
<第 ６ 学年> 国語、社会、算数、理科、英語 
<第７ ９学年> 国語、社会、数学、理科、英語 

品川区立戸越台中学校 



令和３年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった課題と学力向上に向けた取組   教科名【国語】

分 類
７ 年 ８ 年 ９ 年

目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国

基 礎 67.6 72.7 73.2 69.7 68.1 82.6 75.3 71.5 69.4 78.3 76.8 72.7 
活 用 67.0 79.7 79.3 74.4 55.7 65.3 61.4 58.0 50.7 61.2 58.7 53.1 

観

点

知識・技能 72.3 79.0 78.3 75.0  
思考・判断・表現 63.5 73.4 73.5 68.5  
主体的な態度 65.0 78.0 78.8 71.6  
関心・意欲・態度   63.3 77.1 70.0 66.0 65.6 74.5 74.2 68.7 
話す・聞く能力   77.5 84.0 82.5 81.5 66.8 75.0 75.0 70.7 
書く能力   52.1 68.4 59.6 54.2 58.8 67.7 67.0 60.8 
読む能力   56.8 70.2 64.3 59.0 61.3 68.6 69.3 64.9 
言語についての知識・理解・技能   73.0 86.3 79.1 76.9 68.1 79.4 74.8 71.1 

１．定着状況についての概要    

《第７学年》全ての領域で、目標値、全国平均を上回っている。

《第８学年》全ての領域で、目標値、区平均、全国平均を上回っている。継続的な「話す・聞く」の活動が観点の成長に

つながった。特に話す活動においては、多様な場面を想定して活動した。

《第９学年》全ての領域で、目標値、全国平均を上回っている。前年度と目標値の設定が違うので、比較しづらいとこ

ろもあるが、「話す・聞く能力」「読む能力」のポイントが伸びなかった。しかし、全体としては一昨年度

に示した目標値は 1.7ポイント上回った。

２．具体的な課題とその原因   

《第７学年》大問 3の文法・語句に関する知識のうち、連用修飾語についての理解が低い。文法について学習の不足と
それによる定着不足が原因と考えられる。また、大問 4（1）の叙述を基に文章の内容を捉える問題の正答
率も低い。文章中の指示語の理解や内容の整理ができていなことが原因であると考えらえる。

《第８学年》大問 6の自分の考えを明確にして書くということの定着が低い。書く活動は継続して実施しているが、根
拠を明確にし、自身の考えを書き表す力が定着していないことと、表現するための語彙が少ないためと考

える

《第９学年》大問７の作文の問題への無回答が 16パーセント近くであった。記述の問題の正答率というより、工夫する
などの応用的な問題の正答率が低い。また、構成の理解が十分でないために、文章の構成や展開をとらえ

る問題に課題がある。構成を意識した読み取りの機会が少ないことが原因と考えられる。

３．課題解決のための方策  

《第７学年》文法の単元の学習時だけなく、その他の単元の文章でも既習した文法事項に触れ、理解を深めていく。ま

た、説明的文章を扱う際には、指示語に着目させることや、段落の関係に着目するようなワークシートを

活用するなど、部分と部分のつながりが整理できるような手立てを講じる。

《第８学年》単元ごとに、自身の所感を書き記すことをし、その際に自身の考えに必ず根拠を添えるように指導する。

また、学期ごとのブックトークなどを活用し、多種多様な表現の文章に触れる機会を増やして語彙の獲得

につなげる。

《第９学年》文章読解において、新聞のコラムなどを利用し、主体的に構成を捉えさせ、その説明に取り組ませる。定

期考査では、条件作文を取り入れ、段落ごとの内容を明確にした文章を書く能力を高める。また、初発の

感想の共有を通して、多様な読み取り方についても触れさせ、読む力の向上に努める。

４．次年度の数値目標 ７年 ８年 ９年

目標数値 70.0 75.0 78.0 



令和３年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった課題と学力向上に向けた取組   教科名【社会】

分 類
７ 年 ８ 年 ９ 年

目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国

基 礎 57.4 56.7 58.3 56.8 57.5 63.7 56.6 57.5 58.8 60.8 55.7 59.0 
活 用 47.8 53.3 53.3 48.8 50.5 61.1 53.4 51.0 45.0 47.7 45.9 44.9 

観

点

知識・技能 57.2 55.9 57.8 56.5  
思考・判断・表現 50.4 55.2 55.2 51.3  
主体的な態度 47.2 53.0 52.8 48.3  
社会的な事象への関心・意欲・態度   50.5 61.1 53.4 51.0 46.4 51.2 48.0 47.2 
社会的な思考・判断・表現   51.9 62.1 55.0 52.3 50.8 52.7 50.7 51.1 
資料活用の技能   53.8 61.5 54.4 53.8 55.8 58.1 54.1 56.5 
社会的な事象についての知識・理解   56.4 63.4 56.2 56.6 56.0 57.6 53.0 55.6 

１．定着状況についての概要    

《第７学年》

・「基礎」と観点「知識技能」の区平均を２ 弱下回っている。「活用」と観点「主体的な態度」は４ を上回っている。

・鎌倉、室町、安土桃山、江戸の各時代の平均正答率が区平均正答率を下回っている。時代と事象の基礎知識の定着が

 できていない。

《第８学年》

・「基礎」「活用」と各「観点」が、目標値・区・全国の数値を上回っている。正答率は 40％～70％に集中している。
・正答率は目標値に対し 14中問が５ 以上に達している。知識技能を試した竪穴住居の短答質問が目標値より 20.7と
 低かった。

《第９学年》

・「基礎」「活用」「観点」ともに、目標値、区、全国平均値を超えている。

・世界と日本の地域的特色と日本の諸地域、近世・近代の歴史の領域別正答率は区平均正答率を超えている。

２．具体的な課題とその原因   

《第７学年》

・歴史的分野の基礎となる時代背景と関連する人物、そこで起きた社会的事象とのつながりが定着していない。

《第８学年》

・昨年と比べ「基礎」は 5.3  下回り、「活用」は変わりない結果ある。「世界の地域構成」「中世の日本」について事象
への関心を高める学習とその手立てが課題と考える。

《第９学年》

・日本の工業生産について、資料を読み取り活用させることに若干の苦手さをもっている。

・織田、豊臣による統一政策と江戸幕末の尊王攘夷、明治政府の地租改正の事象が時代別に整理されていないと考える。

３．課題解決のための方策   

《第７学年》 基礎知識となる既習事項、語句は時代を大観させる、歴史上人物との関係性、社会的事象等の因果関係

       を時代の流れとともに押さえたワークシートの工夫、板書計画に努める。

《第８学年》 「世界の地域構成」「中世の日本」を中心として事象の基礎学習を反復練習し、定期考査でも出題をする。

《第９学年》 近世・近代を大観させる授業の工夫、歴史上人物と事象との因果関係を基礎基本とした整理と定着を図

       る。

４．次年度の数値目標

７年 ８年 ９年

目標数値 56.0 63.0 57.0 



令和３年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった課題と学力向上に向けた取組   教科名【数学】

分 類
７ 年 ８ 年 ９ 年

目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国

基 礎 71.4 80.3 78.2 71.8 63.3 71.8 66.6 62.7 59.8 71.0 63.4 59.9 
活 用 55.7 64.1 59.1 53.9 47.1 55.1 49.4 44.7 40.7 48.0 40.2 36.9 

観

点

知識・技能 71.3 80.0 77.6 71.5  
思考・判断・表現 58.1 67.1 63.4 57.3  
主体的な態度 64.1 71.9 68.6 63.4  
数学への関心・意欲・態度   51.1 61.8 54.6 49.8 43.5 54.6 44.7 40.6 
数学的な見方や考え方   49.7 61.3 53.6 49.3 47.0 57.5 48.3 44.3 
数学的な技能   67.0 75.5 70.9 66.0 58.2 69.0 61.8 57.9 
数量や図形などについての知識・理解   57.9 65.3 59.8 56.9 58.3 67.4 61.0 58.8 

１．定着状況についての概要    

《第７学年》 全ての内容において、校内平均正答率は目標値を達成している。基礎の内容は８０％を超えているが、活用の問題において

       は６４％である。基礎の問題はできるが、「単位量当たりの大きさ」「資料の整理」の問題で記述式に弱い傾向がある。

《第８学年》 全ての内容において、校内平均正答率は目標値を達成している。７年次から特に図形領域の正答率が高い。昨年度の８年生と

比較すると「活用」「数と式」「関数」「資料の活用」の問題で３ポイント程度下回っている。（昨年度は臨時休校と分散登校後

のため参考程度）

《第９学年》 全ての内容において、校内平均正答率は目標値を達成している。昨年度と比較すると、目標値を５ポイント以上下回っている

項目が、３項目減少した。具体的な事象による関数のデータに関して、関数の座標から、その意味について理解することが、

全国の正答率と比較して 2.3ポイント下回っている。その他の内容は、ほぼ目標値に達しているか、上回っている。

２．具体的な課題とその原因  

《第７学年》 代表値を用いて説明する問題においては１０％無回答があり、単位量当たりの値を求める式がどのような大きさを求める式が

どのような大きさを求める式か説明する問題は２０％無回答である。基礎的な知識はできるが、活用し説明する問題に課題が

ある。

《第８学年》 誤答分析から、「反比例の式」で反比例と比例を混同し比例の式を答えており、「累積度数」の意味が定着していない。「文字式

を利用した説明」では誤答や無回答が７０％を超えており、式の意味を正しく読み取れず、記述することに至っていないと思

われる。

《第９学年》 「1次関数」の文章題に関して、グラフの読み取りの問題は誤答が５０％を超えていて定着していない。また、２つの式やグ
ラフを比較し説明する問題に関しては、３２％が無回答であり、式や言葉による記述に課題がある。

３．課題解決のための方策   

《第７学年》 「資料の整理」においては、基本的な知識を学んだあと、グラフ、代表値を用いて、比較検討する場面を多くし、記述や説明

を授業内で取り入れる場面を多くする。今後も、小テストや単元テストなどで各単元の基礎を振り返り、定着を確認させる。

《第８学年》 「一次関数」の単元で、数量関係を表・式・グラフなどを用いて正確に表し、説明が記述できるよう指導を工夫する。「平面図

形」の論証の指導で、タブレットを活用して証明を読んだり書いたりする機会を増やす。単元テストや長期休み明けテストな

どで、各単元の基礎を振り返らせ、定着を確認させる。

《第９学年》 「関数ｙ＝ax 」の単元では、式・表・グラフの特徴を整理し、それぞれのよさや説明する際の要点を明確にし、発表する能動
的な授業を展開していく。単元テストや長期休み明けテストなどで、各単元の基礎を振り返らせ、定着を確認させる。

４．次年度の数値目標

７年 ８年 ９年

目標数値 80.0 80.0 80.0 



令和３年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった課題と学力向上に向けた取組    教科名【理科】

分 類
７ 年 ８ 年 ９ 年

目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国

基 礎 60.0 58.7 60.9 59.2 55.2 59.9 48.8 52.8 60.0 68.2 56.9 60.3 
活 用 53.3 57.0 56.1 51.6 49.5 65.5 50.9 50.0 51.0 62.6 48.4 52.5 

観

点

知識・技能 58.2 53.0 56.4 55.7  
思考・判断・表現 58.3 61.9 61.9 58.3  
主体的な態度 53.3 63.1 63.2 56.0  
自然事象への関心・意欲・態度   55.8 69.8 57.0 53.7 50.0 63.8 48.8 51.3 
科学的な思考・表現   52.1 64.1 51.5 52.1 53.6 61.0 51.0 53.1 
観察・実験の技能   51.8 58.3 43.1 49.7 65.0 73.9 61.5 66.1 
自然事象についての知識・理解   57.6 57.9 48.8 53.7 60.2 72.0 57.1 62.5 

１．定着状況についての概要  

《第７学年》 基礎的な項目で目標値に届いておらず、基本的な学力の定着ができていないと考えられる。また、活用

       の項目では目標値を上回っており、基礎の定着ができれば、学力定着の上積みが期待できる。

《第８学年》 昨年度の数値はないが、すべての項目で目標値を上回ることができた。特に活用力と関心意欲態度が 10 
       ポイント以上と大幅に上回っている。

《第９学年》 すべての項目で目標値を上回ることができた。特に 7年次から技能と知識・理解は数値が高く、低かっ
       た活用も向上していた。

２．具体的な課題とその原因   

《第７学年》 知識・技能の分野が課題となっている。原因は理科に興味を抱く生徒とそうでない生徒の差が激しく、

       積極性の部分でも大きく違いが見られる。知識の部分では、暗記に頼るのではなく、多くの生徒に興味

       を抱かせたい。

《第８学年》 理科が好きな生徒、関心があり知識を持っている生徒がおり、授業中に発展的な話題になることが多い。

日常生活と関連付けることで、知識の定着につながったと考えられる。しかし、計算や水溶液の性質の

理解に課題があった。

《第９学年》 受験生ということもあり授業でも復習を取り入れ、見直しのきっけかを作っている。特に物理分野や化

学分野の発展の数値が低く、応用や習ったことを日常生活に落とし込んで考えることができていなかっ

た。

３．課題解決のための方策   

《第７学年》 各単元において、導入に時間をかけ、単元内容による得意・不得意といった差を無くしていきたい。ま

た、７年生が終了するまでには、理科の学習に前向きに取り組める生徒を８０％以上にしていく。

《第８学年》 学習直後は理解している生徒が多いが、時間がたつと定着に課題が残る。計算もグラフも「なぜこのよ

うになるのか」の理由も含めて理解させ、復習の機会を定期的にとるようにする。

《第９学年》 引き続き 7年次からの復習をしつつ、受験に関わる内容だけでなく、職業や日常生活に習ったことを関
連付けするような授業を行っていきたい。

４．次年度の数値目標

７年 ８年 ９年

目標数値 60.0 60.0 65.0 



令和３年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった課題と学力向上に向けた取組    教科名【英語】

分 類
７ 年 ８ 年 ９ 年

目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国 目標値 校内 区 全国

基 礎 76.1 86.1 84.3 79.1 61.0 73.8 65.9 60.2 67.5 77.4 73.0 67.8 
活 用 83.1 89.8 88.7 85.5 49.2 59.2 51.1 44.5 55.0 62.6 58.5 54.8 

観

点

知識・技能 74.8 85.1 83.4 77.6  
思考・判断・表現 84.1 90.9 89.4 86.9  
主体的な態度 88.6 94.8 92.1 90.5  
コミュニケーションへの関心・意欲・態度   57.9 69.6 62.4 56.3 61.1 69.9 65.3 59.3 
外国語表現の能力   41.5 52.3 43.9 37.4 50.6 59.4 54.2 47.6 
外国語理解の能力   62.4 72.6 66.2 60.3 65.9 75.2 71.1 67.3 
言語や文化についての知識・理解   58.8 74.3 62.9 57.0 66.5 75.5 71.5 66.9 

１．定着状況についての概要    

《第７学年》 基礎・活用・観点別のどの項目も全国平均を大きく上回り、区の平均も上回っている。授業への取組も

とても積極的で、発言が多い。小学校での英語学習を楽しんでいたこと、主体的な取り組み姿勢が身についていること

が考えられる。今後は複雑な文法、大量の単語など小学校にはない大変さが出てくるので、生徒のモチベーションを下

げず学習をさせるように促していきたい。

《第８学年》 分類別に見たときに基礎・活用・観点別のどの項目も全国平均を大きく上回り、区の平均も上回ってい

る。授業中の発言も多いことなどから、英語学習への意欲が高く、それが結果に表れていると考えられる。個々の生徒

を見ると学習定着度にばらつきがあるので、英語が不得意な生徒の補充をし、さらに全体の定着度を高めたい。

《第９学年》 基礎・活用力、また観点別にみても、全て区・全国の正答率、目標値を大きく上回っている。授業では

全体的に意欲が高く理解が早いが、学力は生徒により大きく異なり、個別の対策も必要である。

２．具体的な課題とその原因   

《第７学年》 どの項目も達成できているので、現時点で全体を通しての課題は特段無いと考える。個々の生徒を見る

と、提出物を出さない生徒、授業中の指示がすぐに通らない生徒など課題があるので、個別対応をしていく。

《第８学年》 達成度は高いので、基本的にはこの調子で「読む・聞く・書く・話す」のどの項目もバランスよく伸ば

していきたい。課題の提出状況も良いが、授業態度には課題がある。気のゆるみや私語などが多いので、クラス全体で

良い雰囲気で授業ができるよう指導していく。

《第９学年》 いずれの項目も高い値で達成できている。外国語表現の能力の値が他の 3観点に比べ低い。学んだ知識
を適切な場面で活用すること、自分の考えを書くことに対する苦手意識があることが課題として考えられる。

３．課題解決のための方策   

《第７学年》 基礎・基本を身に付けさせ、内容が難しくなるにつれ、ついて行けない生徒が出ないようにする。単語

テストや音読テストなどの小テストを単元ごとに行い、学習の定着度をこまめにみる。授業への参加・協力・集中を今

後も継続できるよう、規律ある授業を行う。

《第８学年》 規律ある授業を行えるよう、指導をしていく。今は何をするときか、指示と行動を明確にする。４技能

をバランスよく伸ばすために、単語テスト、リスニングテスト、スピーチなどを学習内容に合わせて実施する。フィー

ドバックをその都度行い、学習の成果と課題が目に見えるようにする。

《第９学年》 授業や家庭学習で、英文や自分の考えを書く機会を増やし、英作文に慣れさせる。また、書くための準

備として、様々な意見を聞いたり読んだりして視野を広げること、自分で話して考えをまとめていくことを日々の授業

で取り入れ、入試や高校での学習につながるように準備させる。

４．次年度の数値目標

７年 ８年 ９年

目標数値 77.0 70.0 68.0 


